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1. はじめに 
 
 日本語教育の初級レベルでは、多くの場合「話す、聞く、読む、書く」の 4技能
のうち「話す、聞く」の会話に授業の焦点が置かれてカリキュラムが組まれるが、
次第に学習者の日本語能力が高くなるにつれ、中上級では「読む、書く」の技能に
焦点が移り、特に読解を中心としたカリキュラムで構成されることが多いと思う。
読解能力を向上させるためには、精読以外にも様々な読み方速読や多読、さらに各
種の読解ストラテジーを応用させる必要があるが、授業時間の制約などもあり、十
分な読解指導ができない状況がある。また一方で、最近の外国語教育は Contents 
Based Instruction など、授業で扱う内容がこれまで以上に重要視されるようになり、
学習者の知的興味を刺激しつつ外国語の習得を目指すアプローチが注目を浴びてい
る（渡辺 2011）。さらに、ACTFLのガイドランでも言語能力が高くなるにつれ幅
広い分野（学術・文芸関係など）についての理解および発話できる能力が求められ
ており、それらに関係する語彙やコンテンツを教える必要性も示唆されている（筒
井 2015）。また、これらの知識は同時に異文化間リテラシーを育成するためにも必
要であると考えられる。 
 しかしながら、教科書内の読み物だけでは、幅広い分野を網羅することは難しく、
また現在、コンテツを重視しつつ精読・速読・多読用など様々な読み方に使用でき
る教材も数少ないという現状がある。そこで、本研究ではこれらの問題点を踏まえ
た上で行った上級レベルでの、1) コンテンツを重視した日本の様々な分野及び歴史
上の著名・有名人を扱った読解教材の開発、2) 読解能力の向上と自律学習を促すた
めに学習者に負担にならない形で行った継続的な読解指導について報告する。 
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2. 読解の目的と異文化間リテラシー 
 
 初級レベルの日本語指導では、「話す・聞く」の会話が指導の中心になっている
ことが多いが、日本語能力レベルが中上級に移行するにつれ、授業の中心も「話
す・聞く」から「読む・書く」に移行するのが普通であろう。すなわち、中上級で
は読解を中心にして授業が構成されることが多くなる。 
 それでは、読解では何を教えればよいのであろうか。読解指導の目的を考える際
には、言語的側面と内容的側面の二つの側面から考える必要があるであろう。まず、
言語的側面から読解指導を見た場合、それは運用力（表現）と文章理解の育成にあ
ると言える。運用力の育成というのは、具体的には新しい文法や語彙を習得させ、
日本語能力を高めることであり、文章理解の育成とは、読解に必要なストラテジー
やスキルを習得させ、文章の理解度を高めることになるであろう。読解のストラテ
ジーとしては、ボトムアップ、トップダウン型の読み方、また学習者のスキーマ
（つまり学習者が既に持っている知識）を活性化させるなどが代表的なものと言え
る。また読解のスキルとしては、精読の他にも速読の大意取りや情報取り、未習語
彙の類推などがあり、これらのストラテジーやスキルを活用できることが、文章理
解の向上につながると考えられている。しかしながら、読解の目的はそれにとどま
らず、どのような内容をどう読むかという点についても考慮する必要があると言え
るのではないだろうか。 
 ACTFLのガイドラインでは言語能力が上がるにつれて、学術・芸術など幅広い分
野について目標言語で理解し、発話できる能力が求められている。当然、理解や発
話するためには、様々な分野の語彙を習得しているだけではなく、様々な分野につ
いての基礎的な知識がなければならない。また、近年の外国語教育では、Content 
Based Instructionのように内容を重視した指導法が注目を浴びており、言語活動だけ
に注目して学習するという態度から、内容を言語活動と同時に重視する傾向が強く
なってきている。さらに、もともとの外国語の学習目標の一つは、その目標言語を
使う人々とのコミュニケーションができるようになるということがある。これは当
然、二つの異なる文化に属する人間の間のコミュニケーションということであり、
その意味で外国語学習は、異文化間コミュニケーションの能力を養成していること
になる。 
 異文化間のコミュニケーションに必要な能力は「異文化間リテラシー」と呼ばれ
ることがあり、近年の世界のグローバル化に伴い、外国人との接触が増えている現
状では、この異文化間リテラシーの養成は重要だと言えるであろう。異文化間リテ
ラシーの定義は様々であるが、本名（1997）は「異文化間リテラシー」というのを
「異なった文化的背景を持つ人々が交流する際に必要だと思われる、相互の文化的
知識、理解、調整能力のこと」と定義している。つまり、日本語学習者が日本人と
接する際には、自国の文化のみならず、まず相手の国、すわわち日本の文化的知識
と理解を有する必要がある。そして、その知識や理解を有するだけでなく、異文化
の相手（日本語の場合は、日本人）とどのように調整をするかという能力が必要に
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なってくる。この点において、つまり、もう一つの読解の目的は、自国の文化や知
識を振り返らせ、目標言語の文化や出来事と比較対照させることで、さらに目標言
語に特有の文化知識について深い理解を養う役割を担っていると言えるのではない
だろうか。単に読んで面白い、楽しいという読み教材があってもよいが、異文化間
リテラシーの育成を促せるような読解教材を積極的に取り入れる必要があると言え
るであろう。 
 
3. 読解能力の向上のための能力やストラテジーとスキル 
 
 既に述べたように、よい読み手となるためには、学習者は言語的運用力と文章理
解能力が必要になる。言語的運用力では、先に述べた文法的な知識や語彙の理解に
加え、指示詞や省略語の理解などの文章読解に必要な言語的能力を身につける必要
がある。また、読解のストラテジーには、ボトムアップ型（文字、単語、文と細か
い部分から文章全体を読み解く読み方）、トップダウン型（タイトル、サブタイト
ル、写真や表など活用して文章理解に役立てる）がよく知られているが、実際には
ボトムアップ型とトップダウン型を併用することが読解のストラテジーとして有効
であるという研究がある。また最近ではこれ以外のストラテジーとして、スキーマ
理論があり、コンテキストスキーマ（背景知識を利用）とフォーマルスキーマ（形
式構造の知識、例えば起承転結など）を使うことが読解には有効であるという研究
がある。コンテキストスキーマを利用するためには、普段からの知識の蓄積が必要
であり、その意味でも様々な分野の内容に触れ、知識を増やす必要があると考えら
れる。 
 また、読解に必要なスキルには様々なものがあるが、代表的なものとしては、ス
キミング（大意取り）やスキャニング（情報取り）の速読、文脈から類推して読む、
未知の箇所を飛ばして読む、キーワードやキーフレーズを見つける、テキストの構
造をイメージ化して読む、要約や言い換えなどが挙げられるであろう。 
 更に、読解能力を向上するためには、たくさん読むこと、つまり多読が有効であ
るという報告もあり、これらの読解のストラテジーやスキルを指導するとともに、
多くの読み物に学習者を触れさせるということが大切であることが分かる。 
 
4. 異文化間リテラシー育成を目指した内容重視の教材の開発 
 
 既に述べたように、異文化間リテラシーを育成するためには、まず学習者自身の
文化について説明できるだけの知識、そして目標言語における社会や文化の知識が
必要である。初級レベルの日本語の授業でも文化的な事柄が指導の中に含まれるが、
非常に限られたものであると言える。日本人（母語話者）を対象とした日本文化紹
介の書籍類はたくさんあるが、中上級の日本語学習者の日本語能力に適した読み物
は少ないと言えるであろう。また、現在ある中上級用の教材の中には日本文化を紹
介しているものが多く見られるが、一冊の教材で多くの分野を網羅し、また様々な
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読み方や読解指導に対応できているものがたくさんあるとは言い難い状況である。
そのため異文化間リテラシーを育成しつつ、学習者の読解の能力を最大限に向上さ
せることができる内容を重視した理想的な教材を今後開発していく必要があると考
えられる。内容を重視しつつ、学習者の読解能力を高める教材としては、以下の点
が考慮されていることが望ましいと思われる。 
 
1. 日本または日本人特有の文化や考え方が現れている。 
2. 様々な分野や時代が網羅できる。 
3. 学習者の自国の文化などと比較対照できる。 
4. 様々な読解方法（精読、速読、多読など）に対応でき、読解のストラテジー
が学習できる。 
 
今回の教材開発では、これらの点を踏まえ、日本の著名有名人を読解のトピックに
選定して教材を作成した。著名有名人を選んだ理由としては、1. 日本特有の文化や
考え方は、それぞれの著名有名人の生き方や考え方、そして行動の中に現れている
と考えられる 2. 様々な分野から人物を選ぶことができ、また歴史的人物から現代ま
での人物を扱うことができ、幅広い分野と時代をカバーできる 3. 学習者の自国の人
物などと比較対照しやすい、という点があげられ、上記の 3つの望ましい条件を満
たすことができるからである。また、日本語を数年学習しても著名有名な日本人の
名前をほとんど知らないという現状があるように思う。日本のアニメや漫画はよく
知っていても、たいていの日本人が知っている人物さえも知らないという知識の偏
りが見られ、この点からも人物を通して、日本の文化や知識を学ぶというのは意義
のあることではないかと思われ、読解のトピックに人物を採用することにした。 
 
5. 読解教材の内容と構成 
 
 教材を開発するにあたっては、日本語能力レベルを日本語能力検定の N2レベル
とした。N2レベル相当と考えられる文法・語彙を中心に使用し、約 800から 1000
文字程度の書き下ろしの読み物を作成した。今回の読解教材は、精読の他にも速読
など様々な場面で使用できるという点を目標としているため、長さを 1000文字程度
に抑えることで、精読だけでなく色々な使い方が可能になるようにした。1000文字
程度であれば、精読の読み物の内容に合わせて、背景知識を与えるための前作業と
してや、精読をした後のディスカッションを活発にするための後作業の読み物とし
て使用することも可能である。 
 読解教材に取り上げた著名有名人は 30名である。人物は歴史、政治、経営、学者、
文学、芸術、スポーツ、まんが/アニメのカテゴリーから 2-3名ずつ選び、幅広い分
野を網羅するようにした。内容的には、単なる人物紹介にとどまらないようにし、
和の精神（聖徳太子）、わび（千利休）、義（新渡戸稲造）、世襲（本田宗一郎）、
謙虚さ（イチロー）などの日本人の価値観や、個性（織田信長）、完璧主義（黒澤
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明）、挫折（高橋尚子）などについて日本人の考え方が現れているエピソードや、
さらに日本の社会状況が分かるアイヌ文化（萱野茂）、女性の社会進出（和田か
つ）、核問題（佐藤栄作）、在日韓国人（孫正義）、環境問題（野口健）などの時
事問題、そして日本の伝統である落語（三遊亭圓朝）、短歌（俵万智）など、日本
文化理解につながるような内容を盛り込んだ（表１参照）。 
 個々の読み物は、a. タイトル  b.キーワード c. 読む前に d. 単語練習 e.内容質問（正
誤問題、選択肢の問題）f. 考えをまとめよう（後作業用の質問） g. 単語リスト h. 文
法・表現リスト から構成されている（表２参照）。単語リストは日本語能力試験の
N2 相当の単語は太字で示し、また文法・表現リストも N2相当レベルのものを選ん
でリストにした。また、文法・表現リストにある文法・表現は自立学習ができるよ
うに、簡単な文法・表現ノートを作成した。どの人物からも読み始められるように、
文法・表現ノートは最後にまとめて掲載する方式を採用した（表 3参照）。次にこ
の教材を使用して行った読解指導について報告する。 
 
6. 内容を重視した教材による読解指導の実践 
 
6.1. カリキュラム及び学習者について 
 
 北米の夏期日本語集中講座の上級クラスで内容を重視した教材による読解指導を
2014年と 2015年の 2年にわたって行った。学習の期間はそれぞれ 8週間で 50分授
業が 1日 4コマあり、月曜日から金曜日の週 5日のカリキュラムで授業が実施され
た。学習者の日本語能力は、日本語能力試験の N1レベルを目指すレベルであり、
2014年度は 5名（女性 4名、男性 1名）、2015年（女性 2名、男性 3名）の計 10
名の参加者があった。そのうち大学院生が 5名、大学院進学予定者が 3名、大学生
が 2名である。日本滞在経験者は、JETプログラムの参加経験者が 3名、長短期（1
学期から 1 年）の留学経験者が 4 名で、日本留学経験が全くない者が 3 名であった。 
  
6.2. 指導方法 
 
 今回の指導では、この教材を使う目的・目標として以下の項目を設定した。 
 
言語的な側面 
1. 速く正確に読む力をつける（速読）。 
2. 毎日読むことによって日本語を読む習慣をつける。 
3. 様々な分野の語彙に慣れる。 
4. 日本語能力試験 N2レベルの語彙と文法を復習する。 
 
内容的な側面 
 様々な分野で活躍した人物を通して、日本の文化や日本人の考え方を学ぶ。 
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 使用方法としては、副教材としてこの読解教材を使用し、毎日 1名ずつ読み進め
るという形式をとり、8 週間のプログラム中に 30 名全てを読み終えた。読む順序は、
時代順ではなく、精読に使用している教科書の内容となるべく関係がある人物を選
び、精読の教科書と関連付け、精読の内容をさらに深められるようにした。まず、
この教材を使用する前の事前準備として、タイトルやキーワードから内容を推測す
る、分からない部分は読み飛ばしたり内容を推測する、分からない言葉には丸をし
たり下線を引いたりする、出来事の理由や著者の意見が書かれているとことは注意
して読むなどの、読解のストラテジーやスキルの指導を行った。また、初めて読み
物を読む際は単語リスト、文法・表現リストなどを使わずに読み、2回目に読む際
に、単語リスト、文法・表現リストを使いながら、内容質問に答えるように指示し、
3回目にまた、単語リスト、文法・表現リストを使わずに通読するよう指導し、少
なくとも 3回読む作業を行うように指示を与えた。 
 また、読解教材の使用と並行して、大意取りと情報取りの読み方、文章の構成
（起承転結、序論本論結論）、段落の関係に注目する、抽象的な部分と具体的な部
分を見分ける、省略や指示詞に注意するなどの読解のストラテジーやスキルを紹介
して練習する作業を行った。 
 授業は図 1のように進めた。まず、その日に読む人物 Aの「読む前に」の部分を
クラスで簡単にディスカッションし、人物に
ついての概要を掴んでもらった。実際の読解
作業は、授業では行わず、学習者は授業外で
読み物を読み、内容質問に答える形式をとっ
た。このような形にすることで学習者自身に
あった速度で読解をすすめることができ、ま
た、クラス内の時間を他の学習にあてられ、
授業時間を有効活用できるというメリットが
ある。翌日の授業では、宿題として内容質問
を提出してもらい、授業では人物 Aの「考えてをまとめよう」の部分とさらにその
日に読む人物 Bの「読む前に」のディスカッションを行った。人物 B については、
学習者はまた授業外で読み、内容質問に答えて翌日の授業で提出するという形式を
30名繰り返した。授業内で行った「読む前に」と「考えをまとめよう」は、1日 10
分から 15分程度の授業時間を使用した。 
 
6.3. 学習者からの評価 
 
 この読解教材を使用した後に学習者にスケールと記述式のアンケート調査を行い、
10名中、8名からの回答があった。結果は図 2のようになった。まず内容について
は、5ポイント中、平均 4.75で、多くの学習者が満足をしていたことが分かる。ま
た、読解の難易度については、学習者は難しすぎず、またやさしすぎもしない適当
なレベルであったと評価していることが分かる。また、ほとんどの学習者がこの教
図１ 
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材を使用してよかったと考えている。次にこ
の教材で何を学べたかという質問に対しては、
文法・単語が復習できたと思う学習者がそれ
ぞれ 6名で、また新しい文法と単語が学べた
と考えている学習者も多いことが分かる。ま
た、読解力がついたと考える学習者が 7名、
早く読めるようになったが 6名、正確に読め
るようになったが 5名おり、半数以上の学習
者が、読解についての力がついたと感じてい
ることが分かる。また、アンケートに回答し
てくれた全員の 8名が日本文化についての知識を増やしたり学んだりできたと考え
ていることも分かった。つまり、当初のこの読解教材を使う目的・目標であった、
速く正確に読む力をつける（速読）、日本語能力試験 N2レベルの語彙と文法を復
習する、そして、様々な分野で活躍した人物を通して、日本の文化や日本人の考え
方を学ぶという、ほぼ全ての点について、目標を達成できているのではないかと言
える。記述式のコメントには、肯定的なもの、否定的なものの双方のコメントがあ
ったが、まず肯定的なものには以下のようなものがあった。 
 
 人物は大体皆、面白いと思います。 
 日本の歴史上の有名人について足跡や精神などを書いてあって、知らなかっ
たことを紹介できたのがとてもいいと思います。 
 とてもいい勉強だったと思います。 
 人物の紹介と単語・文法をつないで日本語を勉強するのが、昔使った教科書
より面白いと思います。 
 あまり有名ではない人が扱われていたことは面白かった。知らない人物につ
いて読むのが勉強になったと思う。 
 速読をして良かったと思います。自分の読むスピードが成長したと思うので、
毎日読むのを楽しみにしていました。教科書が難しかったので、速読を読ん
で理解できたのはとてもうれしかったです。 
 日本語の練習だけでなく、日本の文化や歴史も紹介してくれたのはいいとこ
ろだと思います。文法や単語などの復習にもなったし、新しい単語や文法な
ども勉強できる。こういう読解は上級クラスのテストの中に入ってもいいの
ではないでしょうか。知っているテキストを分析するだけでなく、その場で
速く読み物を読みて、分析するのも上級生にとって必要な能力だと思います
から。 
 （コメントの原文をそのまま引用） 
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これらのコメントから、学習者が内容を楽しんでいたこと、そして、日本の文化に
ついて学習できたこと、そして読解力の向上につながったと考えていることが分か
る。次のコメントは、否定的なものである。 
 
 知らなかった人々がほとんどです。 
 人物の人生についてもっと詳しく紹介した方がいいと思います。 
 話題は面白かったけれど、私にとってそんなにたくさんの単語を覚えて使う
のは無理だ。 
 授業で単語のニュアンスや使い方を復習した方がいい。 
 文法を練習するための宿題があった方がいい。 
 文章は少し簡単なので、読解力に対する練習は教科書よりも弱いと思います。 
 （コメントの原文をそのまま引用） 
 
授業内では、単語や文法の説明は一切行わなかったため、その部分がもっと練習し
たかったと考えていたり、あまりにもさまざまな分野を網羅したため単語の量が多
すぎると感じてしまった学習者もいたようである。しかしながら、全体的にはこの
読解教材と指導について、学習者が好意的に受け止めていたと結論づけることがで
きる。 
 
7. まとめ 
 
 今回の実践では、2年間にわたって参加者は 10名のみであったので、非常に限ら
れた数の学習者であると言える。そのため、今回のアンケートを一般化するのは難
しいかもしれない。また、学習者の評価は概ね好評であったが、実際に当初の目標
を達成したかどうかという点については、学習者の読解を含む言語能力及び日本に
ついての文化知識がどの程度向上したかという点について客観的な判断を行う必要
がある。当然、この読解教材を使用したことで、全ての日本についての必要な文化
や知識を得られるわけではないので、その点についても留意する必要がある。また、
この読解教材を作成した意図である異文化間コミュニケーションのために必要な異
文化リテラシーの育成にどのように貢献できたかという点についての検証を行う必
要もあるであろう。今回の実践は夏の集中講座で行ったもので、このような読解の
アクティビティーを組み込みやすい環境であったが、通常の大学などの学期におい
て、どのようにこのような指導をカリキュラムに取り込むことができるか検討をす
る必要もあるであろう。しかしながら、異文化間リテラシーは、現代の私たちに必
要な能力であり、言語能力にとどまらず、日本語教育を通して、このような能力を
学習者に育成させることは大切だと考えられる。そのためにも、今後の読解教材の
内容についても精査していく態度が必要となるのではないだろうか。 
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表 1 読解人物リスト 
  
 人物名 分野 テーマ キーワード 
1 卑弥呼 
（宮崎康平） 
歴史 歴史の謎、研究への情熱 卑弥呼/古代史/謎/夢・情熱/好奇心 
2 聖徳太子 歴史 和の精神 伝説/和/集団主義/価値観/憲法 
3 紫式部・清少納言 歴史 ライバル関係 女性作家の活躍/ライバル/日本風の文化/小説・随筆/仮名文字 
4 織田信長 歴史 個性的な人物 南蛮文化/伝統/個性/国家の統一 
5 千利休 芸術 茶道、伝統文化 伝統文化/わびの精神/文化の継承 
6 三遊亭円朝 芸術 伝統芸能、成り立ちと継承 落語/伝統芸能/ユーモア/娯楽 
7 新渡戸稲造 学者 道徳、道徳教育 武士道/道徳教育/日本紹介/義/海外留学 
8 夏目漱石 文学 人生の転機 文豪/小説・小説家/エリート/本業と副業 
9 杉原千畝 政治 海外での人道援助 戦争/人道援助/職責/難民 
10 佐藤栄作 政治 世界平和、核問題 ノーベル平和賞/平和/核問題/政治家/非核三原則 
11 本田宗一郎 経営 創業者スピリッツ 技術者/ 創業者/経営/世襲 
12 和田かつ 経営 女性の社会進出と成功 女性経営者/ビジネス/女性の地位/ドラマ 
13 黒澤明 芸術 物作りへのこだわり 日本映画/完璧主義/時代劇 
14 白石義明 経営 ビジネスチャンス 寿司/発明/食文化/ビジネスチャンス 
15 長谷川町子 
（サザエさん） 
まんが/アニメ サザエさん人気の理由 女性漫画家/アニメ・まんが/教育/ 
視聴率 
16 藤田哲也 学者 知られざる世界貢献 竜巻/自然災害/国際基準/貢献 
17 萱野茂 政治 少数民族、文化の保護 アイヌ/消える文化/少数民族/差別 
18 草間彌生 芸術 芸術とビジネス 前衛芸術家/ブランド品/コラボレーション/統合失調症 
19 宮崎駿 まんが/アニメ 宮崎アニメのこだわり 宮崎アニメ/反戦/模範/こだわり/メッセージ性 
20 石ノ森章太郎 まんが/アニメ メディアとしての漫画の役割 漫画/ギネス記録/メディア 
21 村上春樹 文学 翻訳についての考え方 ベストセラー作家/翻訳のスタイル/文学/社会現象 
22 孫正義 経営 未来へのビジョン 経営/情報革命/理念/未来予測 
23 秋元康 経営 成功の秘訣 アイドル/起業/信念/運/成功 
24 山中伸弥 学者 医療技術の発展 倫理/再生医療/iPS 細胞/ノーベル賞 
25 俵万智 芸術 伝統と変化 短歌/詩/伝統/変化 
26 石黒浩 学者 ロボットと人間 ロボット/人間らしさ/共存/不気味の谷/インターフェイス 
27 五嶋みどり 芸術 英才教育と親子関係 天才バイオリニスト/英才教育/親離れ/子育て/親子関係 
28 高橋尚子 スポーツ スポーツから得ること オリンピック/金メダリスト/挫折/希望/勇気/夢 
29 イチロー スポーツ 能力の表現と美学 美学/自己管理/謙虚さ/大リーグ/努力 
30 野口健 スポーツ 環境問題 富士山/環境/ゴミ/自然保護/社会貢献 
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表２ 読み物の構成 
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表３ 文法・表現リスト 
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